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3. 大峯山 ・〗 沼田盆地 指琳 多田文男粒楼

昭和41年 12月 25、 2 6日、大峯山 olock stream,沼田盆地の現地研究が行われた。

従来、寒冷毎要に結びつけて考えられていた olock strea叫てついての裡察と、沼田盆地の成

因ire.ついて段丘および柵下トンネルの二子、赤城の熔岩等から検討を加える事が主であつた。 参加

学生は法政 12名、その他駒沢大院生 2名、 通敬生 も参加して行われた。肖なる 「説明案内）には

終らず、現地討論という形式をとつたために、til.・形甫攻の者lre.とつては、 きわめて而白い 2日間で

ぁった。

大学院の現訛研究合般侭ついての私の感想としては見学旅行的巡検を行い単杓を与えるという

制度にいささか疑問を持つている。専門分野をきわめる一手段としての巡曲であるならば、専攻ご

と匠指導教負の調森妬后1行させていただくとかした方がより密度の大きなフィールドワークが出来

るのではなかろうか。

「2単位」という制度のために人文専攻の院生までが目然1/)ごく尉．門的な現地研究にまで参加し

なければならなかつたり、又その逆があったりするのは、調査研究としての本来の姿を失つている

と考える。

大学院修士課程 2年 漆原 和子

ヤ緊忍囃こ未未未海 外旅行特 集 紀よせ て ::j>::j>科翠森極組＞

1. 海外旅行プーム

最近の海外旅行プームはものすこい低どである。外拐省旅券記録課の発表では昭和 40年 15. 

4万、 4 1年 21. 1万名と培加する一方であり、昭和 27年以降 41年まで累計は 99 . 7万と

如決。このようた現象は涸外渡航の自由化とと もにはじまり、 この 2年開は他の目的をおさえて

観光目的がオ 1位と なつている。団体旅行のなか(ICは1印理研究者が自主的妬計画 ・実行されたもの

がぽつぽつ見え、大きな成果を あげていることは塁こばしいことである。

わが法政地理学会々艮も、 4 0 ~ 4 1年 2カ年間忙帥々の脱外旅行に参加している者が数十名い

る。その結果、今回の「法政地理」の特第が企廊されたということ になる。ここ侭複録し得たのは

もの一部にすぎないが、他の会員芦名氏も、海外旅行されたならば御知らせいただきたい。団体旅行

を利用 した諾君が多いが、皆けつこう安い骰用でやつて きているとい りことを朋 く。

「袖面学者、みて来たようなウソを云い」という川柳も ほんとうだが、逆にちょつとかけあるい
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